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コンビュータの導入と私の経営論

帝国通信工業株式会社取締役社長 菊池 園雄

経営論と申し上げましでも，長いあいだ社長業

をやっていますと，私が考えたり実行している，

または実行したいと思っていることの何を申し上

げていし、かといろいろ迷ってしまいます.

今日は，最近私どもの企業グループが数年間を

かけて実際に行なった， コンピュータの導入とそ

れにともなったシステム開発に関連して，経営と

非常に類似している“コンピュータの導入と経営"

に関して私の考えの一端を紹介させていただきま

す.

コンピュータの導入とシステム開発の成否は，

企業内の管理技術の標準化と非常に密接な関連が

あります.

ですから，この外堀とでもいうべき，企業ク'ル

ープ各部分の管理技術の標準化が整備されていな

い土壌にコンビュータを導入しでも，コンピュ}

タ導入やそのシステム運用による効果があがると

考えるのは早計なのです.逆説的に申し上げます

と各種社内部分の管理技術が標準化されている企

業においては，コンピュータの導入による効果は

すばらしいものが期待できるということです.極

論すれば，管理技術が標準化されている企業は，

コンピュータそのものの導入を行なわなくても，

栂応の効果はすでにでているということです.

経営形態の変化にともなう組織づくりにまず日

をむけ，最低限でもコンビュータのシステム開発

が第 l 段階を完了するまでの数年のあいだ，会社

の経営方針とコンピュータのシステム開発方針を

同一ベクトル内にて統合することが必要です.

当社は，コンビュータの導入およびシステム開
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発に対応して，社内の各組織を“標準組織体をモ

デルとする"重複する小規模組織管理方式をとり

ました.したがって，各種サブシステム単位の業

務システムは同一プログラムでEDP的に処理で

きるように非常に効率よく開発されています.

実はこの合理的組織体をつくりあげるための，

企業グループ内のコンセンサスを得るために，コ

ンピュータの導入と標準思想にもとづく合理的シ

ステム開発という大義名分の機会を，会社の経営

上，利用した一面もあったのです.

当社のような受注生産を主体とする電子部品の

生産メーカーは，計画的に数値を計算し，デジタ

ル的に見込み生産を行なうことができないので，

各工程や計画のいろいろな点に人間の判断を要す

る，デジタル情報にもとづくアナログ的判断やデ

ジタル情報が論理的に合致する時間内になかった

り，論理的背景をくみたてて EDP システムを開

発するには非常に困難を要し，当社独自の経営ポ

リシーのもとに，独自のシステム開発を決断しな

けれぽいけなかった点が多々ありました.

当社が自力でつくったような方式をもってい

る，生産管理システムと類似するシステムが業界

内でも少ないのは，このような背景によるもので

す.

コンピュータシステムの開発にあたって，注意

しなければならないのは，困難で、あってもデータ

は情報の発生源から採取するという方式でコンピ

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



線;灘:灘〉!?灘灘!灘 '~~~~i緩!饗灘“遺襲]簿;灘?灘灘、勢。必巧b視点

ュータ化していくということです.

手をつけやすし、からという理由だけで，情報を

途中から入力する(強制的にといってもよ L 、)，ま

たは最終集計の目的だけで業務処理が完了した伝

票類を集めて，腕力と時間だけをたよりに，情報

入力を行なう経理関係のシステム等からコンビュ

ータシステムの開発に入ると，なかなか満足のい

くシステムにはならないのではないでしょうか.

理由は簡単ですが，当該システムは将来データを

発生源の原始データから採取するシステムを開発

すれば，改造を要求されるか，不必要なシステム

になるからです.

さらに，はじめはどんな業務システムも“80点"

主義でシステム開発を推進してゆくことも大切で

す.まずこれから開発しようとしている対象業務

について，例外的処理や特殊な処理方式をも含め

て，業務の全部をはじめから一度に完成しようと

せずに，一通りシステムを“80点"くらいの割合

で完成させ，それで実行に移し稼動してみて，徐

々に見直していくということです.

別のし、 L、方をすれば，部分の完壁にこだわっ

てカ所にのみとどまっていては，オール企業

ベースのグローパルな意味で、の全体システムはい

つまで、たっても完成しません.

前向きにとりくみ，原理原則にもとづいて，シ

ステム開発を推進してしまえば，不都合なように

思われる部分も自然に解消できているものです.

たとえば，受注生産方式では，製品のストッグ

はタブーですが， EDP的に分析し過去の流動状

況を数量や安全度を把握し方針として，その一

段手前の半製品や部品でのストックを考えれば，

当らずといえども遠からずの，人間中心よりは確

率の高い安全度の高い先行在庫も不合理ではな

く，納期の短縮，生産効率の向上，品質の向上等
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が思っていたより簡単に実現できました.この論

法により，原料レベルでの先行在庫はより安全で

あることが判明し，ほとんどのパーセント全原料

に対する安全在庫をもち，便利にしています.ま

た同種の手法は，必ず， EDP的に定期的に見直

しが義務づけられるように，策におぼれない対策

も忘れずに.

そのほかにもいろいろと，企業における，コン

ピュータの導入と各種EDP システムの開発を推

進する人聞には，優れた説得力とリーダーシップ

が要求されますし，会社のトップ(社長自身また

は担当部門にこだわらず全社部門について考えら

れ，社長の信任の厚い役員)が自己の経営方針をし

っかりもち，コンピュータの長所・欠点をよく理

解し，システム開発とその運用について，正面・

側面から援助しなし、かぎり，企業の命運をかける

ような効果を期待するコンピュータによるトータ

ルシステムの開発は，時間と費用がかさむばかり

で，なかなか効率的な方針の通ったEDP システ

ムを完成することはできまぜん.

会社というものは，船を曳航するようなもので，

先頭が舵をとっても，後の船団が進路を変えるに

は時間がかかります.それを見通して舵をとらな

くては後の船が暗礁に乗り上げてしまいます.

コンピュータ化にあたっても同様で，安易にコ

ンピュータシステムに関する方針を，システムの

開発途中で変更することは厳につつしまねばなり

ません.

ボトムアップとし、う言葉がありますが，それは

コンピュータシステムが一通り完成した後で細部

にわたって見直しをする場合には有効かもしれま

せんが，コンピュータの導入や全社ベースでのト

ータル EDP システムの開発計画だけはトップダ

ウン以外は考えられません.
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